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一
、
は
じ
め
に 

  

今
日
に
見
ら
れ
る
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
の
詞
集
に
は
以
下
の
三
系
統
が
あ
る
。 

○
（
南
宋
）

『
近
体
楽
府
』 

（
一
九
四
首
収
録
） 

○
（
南
宋
）

『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』 

（
二
〇
三
首
収
録
） 

○
（
明
・
毛
晋
）
『
六
一
詞
』 

（
一
七
一
首
収
録
） 

 

こ
の
う
ち
明
・
毛
晋
の
『
六
一
詞
』
は
、
彼
に
よ
る
作
品
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
お
り
、
更
に
そ
の
構
成
か
ら
見
る
と
『
近
体

楽
府
』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
欧
陽
脩
の
詞
集
と
し
て
は
、
『
近
体
楽
府
』
と
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
大
き

く
二
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
近
体
楽
府
』
と
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
共
通
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
は
一
二
四
首

で
、
『
近
体
楽
府
』
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
は
七
〇
首
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
は
七
九
首
で
あ
る
。
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唐
圭
璋
は
こ
れ
ら
の
詞
を
取
捨
選
択
す
る
な
ど
し
て
、
『
全
宋
詞
』
に
欧
陽
脩
詞
と
し
て
二
四
〇
首
を
収
録
し
て
い
る
。 

 
『
近
体
楽
府
』
は
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
三
一
か
ら
巻
一
三
三
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
で
今
日
に
伝
わ
っ
た
。
『
欧
陽
文
忠
公

集
』
と
は
、
南
宋
の
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
か
ら
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
ま
で
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
周
必
大
（
一
一
二
六
～
一
二
〇

四
）

ら
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
た
欧
陽
脩
の
別
集
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
近
体
楽
府
』
は
周
必
大
ら
の
別
集
編
纂
事
業
の
一
環
と

し
て
校
訂
、
編
纂
を
経
て
、
慶
元
二
年
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
近
体
楽
府
』
の
編
集
を
担
当
し
た
の
は
、
校
勘
の
署
名

に
よ
り
羅
泌
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
羅
泌
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
事
蹟
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『
宋
史
翼
』
巻
二
九
に
「
羅
泌
、
字
長

源
、
廬
陵
人
。
学
博
才
宏
、
侈
遊
墳
典
、
迺
捜
集
百
家
成
路
史
四
十
七
巻
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
百
家
成
路
史
』
が
如
何
な
る

書
籍
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
羅
泌
は
欧
陽
脩
と
同
郷
人
で
、
古
典
に
通
じ
た
学
識
の
豊
か
な
人
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。 

 

一
方
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
『
近
体
楽
府
』
に
見
え
な
い
欧
陽
脩
詞
七
九
首
を
含
む
合
計
二
〇
三
首
の
詞
を
収
録
し
て
い
る
。

次
章
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
陽
脩
の
詞
の
中
に
は
宋
代
当
時
か
ら
偽
作
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
し
か
も
偽
作
と
言

わ
れ
る
詞
が
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
多
く
含
ま
れ
る
と
見
な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
自
体
に
対
し
て
も
疑
問
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
欧
陽
脩
詞
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
従
来
の
偽
作
説
と
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
と
の
関
連
を
整
理
し
た
上
で
、
こ

れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
を
能
う
限
り
明
ら
か
に
し
、
以
て
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
特
色
を
考
察
し

た
い
と
思
う
。 

  

二
、
偽
作
説
に
つ
い
て 
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柏
寒
『
六
一
詞
』①

、
宋
柏
年
『
欧
陽
修
研
究
』②

に
お
い
て
は
欧
陽
脩
詞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

欧
詞
中
有
很
多
愛
情
篇
章
、
特
別
是
在
《
酔
翁
琴
趣
外
篇
》
中
、
有
不
少
関
于
男
女
情
事
的
描
写
。
歴
来
詞
的
評
論
家
一
方
面

把
這
些
詞
貶
斥
為
鄙
褻
之
語
、
別
一
方
面
又
為
賢
者
諱
、
認
為
〞
一
代
儒
宗
、
風
流
自
命
″
的
欧
陽
修
不
可
能
写
出
這
様
的
詞
。

曽
慥
説
、
〞
当
時
小
人
或
作
艶
曲
、
謬
為
公
詞
″
（
《
楽
府
雅
詞
序
》
）

王
灼
認
為
這
些
詞
是
他
人
所
作
、
〞
群
小
指
為
永
叔
、

起
曖
昧
之
謗
″
（
《
碧
鶏
漫
志
》
巻
三
）
。
呉
師
道
認
為
〞
当
是
仇
人
無
名
子
所
為
″
（
《
呉
礼
部
詞
話
》
）
羅
泌
更
指
為
劉
煇
偽
作
、

在
整
理
《
平
山
集
》
時
、
干
脆
尽
行
刪
去
。 

（
欧
陽
脩
詞
の
中
に
は
多
く
の
愛
情
の
作
が
あ
り
、
特
に
《
酔
翁
琴
趣
外
篇
》
中
に
多
く
の
男
女
の
事
柄
に
関
す
る
描
写
が
あ
る
。
歴
代
の
詞
の

評
論
家
は
、
こ
れ
ら
の
詞
を
鄙
猥
の
語
と
し
て
斥
け
、
ま
た
賢
者
が
忌
み
嫌
う
も
の
で
あ
っ
て
、
「
一
代
儒
宗
、
風
流
自
命
」
の
欧
陽
脩
が
こ
の

よ
う
な
詞
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
考
え
た
。
曽
慥
は
言
う
、
「
当
時
の
小
人
が
あ
る
い
は
艶
曲
を
作
っ
て
、
誤
っ
て
欧
陽
公
の
詞
と
し
た
」

（
《
楽
府
雅
詞
序
》
）
と
。
王
灼
は
こ
れ
ら
の
詞
を
他
人
の
作
と
認
め
、
「
と
る
に
足
ら
ぬ
者
た
ち
は
、
欧
陽
永
叔
が
作
っ
た
と
指
摘
し
、
男
女

の
関
係
が
怪
し
い
と
し
て
譏
っ
た
」
（
《
碧
鶏
漫
志
》
巻
三
）
。
呉
師
道
は
「
当
然
、
仇
人
や
無
名
の
者
が
作
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
」
（
《
呉

礼
部
詞
話
》
）
と
認
め
た
。
羅
泌
は
更
に
劉
煇
の
偽
作
だ
と
指
摘
し
、
《
平
山
集
》
を
整
理
す
る
時
、
思
い
切
っ
て
全
部
削
除
し
た
。
） 

 

欧
陽
脩
の
詞
に
は
、
愛
情
を
詠
っ
た
詞
が
多
数
あ
り
、
特
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
、
多
く
の
男
女
の
事
柄
に
関
連
す
る
詞
が

あ
る
。
歴
来
の
評
論
家
は
、
そ
れ
ら
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
中
の
詞
を
鄙
褻
の
語
と
し
て
斥
け
、
あ
る
い
は
「
一
代
儒
宗
、
風
流
自
命
」

の
欧
陽
脩
は
、
そ
う
い
う
詞
を
作
成
し
な
い
と
見
な
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
後
曽
慥
、
王
灼
、
呉
師
道
、
羅
泌
ら
の
記
述
を
例
に
出

し
て
論
証
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
北
宋
の
曽
慥
「
楽
府
雅
詞
序
」
の
実
際
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

欧
公
一
代
儒
宗
、
風
流
自
命
、
詞
章
幼
眇
、
世
所
矜
式
、
当
時
小
人
或
作
艶
曲
、
謬
為
公
詞
。 
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（
欧
陽
公
は
当
代
の
儒
宗
で
、
風
流
を
自
任
し
、
作
品
は
奥
深
く
優
れ
て
お
り
、
世
間
で
敬
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
と
る
に
足
ら
な
い
者
が
あ
る

い
は
艶
曲
を
作
っ
て
、
誤
っ
て
欧
陽
公
の
詞
と
し
た
。
） 

 

確
か
に
曽
慥
は
、
欧
陽
脩
が
「
一
代
儒
宗
」
な
の
で
、
艶
冶
な
内
容
の
歌
曲
を
作
る
は
ず
が
な
い
と
見
な
し
、
欧
陽
脩
詞
の
中
に

は
小
人
が
作
っ
た
詞
が
混
入
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
中
に
お
い
て
、
曽
慥
は
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
つ

い
て
一
切
触
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
名
前
す
ら
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
同
様
に
、
柏
寒
氏
ら
が
引
用
し
て

い
る
王
灼
『
碧
鶏
漫
志
』
、
羅
泌
の
校
勘
の
記
述
に
お
い
て
も
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
こ
こ
で
柏
寒
氏
ら
が
呉
師
道
『
呉
礼
部
詞
話
』
と
し
て
引
用
す
る
「
当
是
仇
人
無
名
子
所
為
」
と
い
う
記
述
は
、
実
は
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
の
記

述
の
誤
り
で
あ
る
。
な
お
、
呉
師
道
『
呉
礼
部
詞
話
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
） 

 

次
に
李
栖
「
酔
翁
琴
趣
外
篇
真
偽
考
」
の
記
述
を
見
て
み
た
い③

。 

就
目
前
可
見
到
的
資
料
中
、
認
為
琴
趣
是
偽
作
的
、
最
早
見
於
北
宋
曽
慥
楽
府
雅
詞
序
、
「
欧
公
一
代
儒
宗
、
風
流
自
賞マ

マ

、
詞

章
幼
眇
、
此マ

マ

所
矜
式
、
当
時
小
人
或
作
艶
語マ

マ

、
謬
為
公
詞
」
。
其
次
是
校
訂
欧
陽
脩
全
集
的
羅
泌
、
他
在
近
体
楽
府
巻
三
的
第

一
篇
跋
中
説
、
「
云
云
、
今
定
為
三
巻
、
云
云
、
其
甚
浅
近
者
、
前
輩
多
謂
劉
煇
偽
作
、
故
削
之
」
。
王
灼
説
、
「
欧
陽
永
叔

所
集
歌
詞
、
自
作
者
三
之
一
耳
。
其
他
他
人
数
章
、
群
小
因
指
為
永
叔
起
曖
昧
之
謗
」
。
陳
振
孫
也
説
、
「
其
間
多
有
与
陽
春
、

花
間
相
雑
者
、
亦
有
鄙
褻
之
語
一
二
厠
其
中
、
当
是
仇
人
無
名
子
所
為
」
。 

（
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
中
で
、
酔
翁
琴
趣
外
篇
が
偽
作
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
の
は
、
最
も
早
く
は
北
宋
曽
慥
の
楽
府
雅
詞
序
で
「
欧

陽
公
は
当
代
の
儒
宗
で
、
風
流
を
自
任
し
、
作
品
は
奥
深
く
優
れ
て
お
り
、
世
間
で
敬
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
と
る
に
足
ら
な
い
者
が
あ
る
い
は

艶
曲
を
作
っ
て
、
誤
っ
て
欧
陽
公
の
詞
と
し
た
」
と
。
そ
の
次
は
、
欧
陽
脩
の
全
集
を
校
訂
し
た
羅
泌
で
、
近
体
楽
府
巻
三
の
第
一
篇
の
跋
に
「
云
々
、

い
ま
定
め
て
三
巻
と
す
る
、
云
々
、
甚
だ
し
く
浅
近
な
内
容
の
作
は
、
先
輩
は
多
く
劉
煇
の
偽
作
だ
と
言
う
の
で
、
そ
れ
を
削
除
し
た
」
と
。
王
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灼
は
「
欧
陽
永
叔
の
集
め
た
歌
詞
の
う
ち
、
自
作
は
三
分
の
一
だ
け
だ
。
そ
の
他
の
他
人
の
数
多
の
作
は
、
と
る
に
足
ら
な
い
者
た
ち
が
、
欧
陽

永
叔
が
作
っ
た
と
指
摘
し
、
男
女
の
関
係
が
怪
し
い
と
し
て
譏
っ
た
」
と
言
う
。
陳
振
孫
も
言
う
「
そ
の
間
の
多
く
は
陽
春
集
、
花
間
集
の
作
が

混
入
し
、
ま
た
鄙
猥
の
語
も
一
二
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
。
当
然
仇
人
や
無
名
の
者
が
作
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
」
と
。
） 

 

こ
こ
で
、
李
栖
氏
は
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
中
で
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
偽
作
だ
と
し
て
い
る
資
料
と
し
て
、
最

も
早
く
は
北
宋
の
曽
慥
「
楽
府
雅
詞
序
」
、
次
に
『
近
体
楽
府
』
を
校
訂
し
た
南
宋
の
羅
泌
、
更
に
王
灼
、
陳
振
孫
の
記
述
を
挙
げ

論
証
す
る
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
曽
慥
、
羅
泌
、
王
灼
は
欧
陽
脩
詞
に
偽
作
が
含
ま
れ
て
い
る
と
認
め
て
は
い
る
が
、
『
酔
翁

琴
趣
外
篇
』
が
偽
作
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
、
陳
振
孫
に
つ
い
て
は
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。 

欧
陽
文
忠
公
修
撰
。
其
間
多
有
与
花
間
、
陽
春
相
混
者
、
亦
有
鄙
褻
之
語
一
二
廁
其
中
、
当
是
仇
人
無
名
子
所
為
也
。 

（
欧
陽
文
忠
公
修
の
撰
。
そ
の
間
の
多
く
は
花
間
集
、
陽
春
集
の
作
が
混
入
し
、
ま
た
鄙
猥
の
語
も
一
二
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る
。
当
然
仇
人

や
無
名
の
者
が
作
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
） 

 

欧
陽
脩
の
詞
に
は
五
代
時
代
の
『
花
間
集
』
や
馮
延
巳
『
陽
春
集
』
と
の
混
同
が
見
ら
れ
、
「
仇
人
無
名
子
」
が
作
成
し
た
「
鄙

褻
」
の
語
を
持
つ
詞
が
混
入
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
は
い
る
。
た
だ
、
こ
の
陳
振
孫
の
記
述
も
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
偽
作
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

 

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
整
理
す
る
と
、
北
宋
の
曽
慥
ら
の
記
述
で
は
、
艶
冶
な
内
容
を
持
つ
欧
陽
脩
詞
に
対
し
て
、
確
か
に
偽
作
の

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
記
述
中
で
は
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
一
切
言
及
が
な
い
の
で
あ
り
、
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
が
偽
作
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
全
く
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
近
人
柏
寒
氏
、
宋
柏
年
氏
や
李
栖
氏

は
、
そ
れ
ら
宋
人
の
記
述
を
拠
り
所
と
し
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
疑
義
を
提
し
、
あ
る
い
は
偽
作
と
み
な
し
、
し
か
も
曽
慥
ら
は

そ
の
事
を
指
摘
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
李
栖
氏
ら
が
言
う
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
偽
作
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
、
確



－36－ 

か
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
俗
説
だ
と
言
え
よ
う
。 

 
一
方
、
田
中
謙
二
氏
は
「
欧
陽
修
の
詞
に
つ
い
て
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る④

。 
い
さ
さ
か
廻
り
道
を
し
た
が
、
こ
の
辺
で
本
稿
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
つ
ま
り
わ
た
く
し
は
、
欧
陽
修
の
詞
集
の

定
本
と
も
い
う
べ
き
「
近
体
楽
府
」
や
他
の
選
本
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
七
三
篇
の
作
品
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
公
の
手
に
な
っ

た
と
見
て
、
別
に
ふ
し
ぎ
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
方
が
、
あ
の
政
治
家
と
し
て
、
或
は
哲
学
史
学
文
学
そ
し
て
金
石

学
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
学
者
・
作
家
と
し
て
、
一
五
三
巻
の
文
集
以
外
に
も
尨
大
な
著
作
を
遺
し
た
巨
人
欧
陽
文
忠
公
の
、

人
間
的
振
幅
を
さ
ら
に
大
な
ら
し
め
て
痛
快
き
わ
ま
り
な
い
。
む
ろ
ん
「
近
体
楽
府
」
に
収
め
ら
れ
た
詞
の
み
に
つ
い
て
も
、

他
人
の
作
の
疑
い
あ
る
も
の
が
少
く
な
い
の
だ
か
ら
（
馮
延
巳
一
一
、
晏
殊
九
、
張
先
六
、
李
煜
・
柳
永
・
秦
観
各
二
、
唐
無
名
氏
・
蘇
軾
・

黄
庭
堅
・
杜
安
世
各
一
）
「
琴
趣
外
篇
」
に
と
り
残
さ
れ
た
七
三
篇
の
す
べ
て
が
、
彼
の
手
に
な
っ
た
と
は
保
証
し
が
た
い
。
た
だ
、

俗
艶
の
ゆ
え
を
も
っ
て
そ
れ
ら
を
公
に
帰
属
さ
せ
な
い
、
後
の
道
学
先
生
の
所
為
が
不
満
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
田
中
氏
が
言
う
「
「
近
体
楽
府
」
や
他
の
選
本
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
七
三
篇
」
、
「
「
琴
趣
外
篇
」
に
と
り
残
さ
れ
た
七

三
篇
」
と
は
、
『
近
体
楽
府
』
に
収
録
さ
れ
ず
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
の
み
存
在
す
る
詞
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
（
実
際
は
七
九
篇
）

こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
の
俗
艶
な
内
容
か
ら
み
て
、
宋
代
以
降
道
学
先
生
は
欧
陽
脩
の
作
で
は
な
い
と
見
な
し
て
き
た
が
、

田
中
氏
は
そ
れ
ら
を
含
め
て
（
一
部
例
外
は
あ
る
も
の
の
）
欧
陽
脩
の
作
と
見
な
す
と
い
う
立
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
も
そ
も
詞
の
内
容
が
浅
近
、
鄙
褻
で
あ
る
こ
と
の
み
を
根
拠
に
、
「
欧
陽
脩
の
作
品
で
は
な
い
」
、
甚
だ
し
く
は
「
仇
人
に
よ

る
偽
託
」
と
宋
代
以
来
見
な
さ
れ
、
更
に
そ
れ
ら
の
詞
が
多
数
収
録
さ
れ
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
自
体
も
偽
作
と
見
な
す
こ
と
と
、

田
中
謙
二
氏
の
俗
艶
な
詞
を
真
作
と
認
め
る
方
が
、
「
欧
陽
文
忠
公
の
、
人
間
的
振
幅
を
さ
ら
に
大
な
ら
し
め
て
痛
快
き
わ
ま
り
な

い
」
と
い
う
説
と
は
、
一
見
す
る
と
正
反
対
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
全
く
同
じ
思
想
的
基
盤
に
立
脚
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
何
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

れ
も
詞
の
内
容
に
作
者
の
人
格
の
表
出
を
見
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
異
な
る
の
は
そ
れ
に
対
す
る
評
価
の
基
準
だ
け
な
の
で
あ
る
。 

 
宋
代
当
時
、
詩
と
詞
で
は
明
ら
か
に
「
身
分
」
が
違
っ
て
お
り
、
創
作
態
度
も
評
価
の
基
準
も
異
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
詞

は
、
宴
席
の
音
楽
と
し
て
発
展
し
民
間
で
も
大
い
に
流
行
し
た
も
の
で
、
詞
を
作
る
の
は
当
然
「
遊
び
」
の
要
素
が
強
い
。
よ
っ
て

内
容
に
対
す
る
評
価
の
基
準
は
「
遊
び
と
し
て
の
面
白
さ
」
で
あ
り
、
内
容
の
虚
実
、
当
否
、
著
者
の
身
分
や
立
場
と
の
適
合
性
等

は
度
外
視
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
南
宋
・
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
丙
編
巻
二
で
は
欧
陽
脩
の
詞
作
に
つ
い
て
「
雖
游
戯
作
小
詞
、
亦

為
愧
唐
人
花
間
集
」
と
記
述
し
、
ま
さ
し
く
欧
陽
脩
が
「
游
戯
」
と
し
て
詞
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
詩
の
制
作
は

と
言
え
ば
、
実
態
と
し
て
「
遊
び
」
と
い
う
側
面
の
存
在
を
全
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
建
前
上
は
『
詩
経
』
の
原
則
に
基

づ
い
て
お
り
、
す
な
わ
ち
士
大
夫
と
い
う
立
場
に
直
結
し
た
活
動
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
欧
陽
脩
詞
、
特
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
収
録
の
詞
を
分
析
す
る
際
に
と

ら
れ
て
き
た
態
度
、
す
な
わ
ち
「
詞
の
内
容
に
作
者
の
人
格
の
表
出
を
見
る
」
の
は
見
当
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
傍
証
と
し
て
、

作
品
の
扱
い
方
の
悪
さ
も
、
「
身
分
」
と
言
う
概
念
で
説
明
が
つ
く
。
著
者
自
身
か
ら
も
粗
末
に
扱
わ
れ
（
欧
陽
脩
自
身
が
集
成
し
て
定

本
を
作
る
事
も
無
く
）
、
後
人
か
ら
も
い
い
加
減
な
扱
い
（
偽
託
、
混
同
、
改
作
）
を
受
け
た
の
も
、
詞
の
「
身
分
」
が
低
い
か
ら
と
し
て

説
明
が
つ
く
と
考
え
る
。 

 

こ
れ
ま
で
詞
の
内
容
に
基
づ
い
て
欧
陽
脩
詞
に
対
す
る
偽
作
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
更
に
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
『
酔
翁
琴
趣

外
篇
』
の
素
性
を
疑
う
近
人
の
論
考
も
数
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
詞
の
内
容
か
ら
欧
陽
脩
詞
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
、
既
に
指

摘
し
た
よ
う
に
全
く
正
鵠
を
射
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
偽
作
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
当
時
の

資
料
に
基
づ
い
て
考
証
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次
章
で
は
宋
代
当
時
の
資
料
に
基
づ
き
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
考
え

た
い
。 
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三
、
欧
陽
脩
家
側
資
料
か
ら
見
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』 

  

先
ず
、
欧
陽
脩
家
側
の
資
料
に
基
づ
き
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
残
さ
れ
て
い
た
著
作
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
欧
陽
脩
の
死

の
翌
年
（
熙
寧
六
年
、
一
〇
七
三
）
に
呉
充
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
行
状
」
の
中
で
、
著
述
に
関
連
す
る
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

嘗
被
詔
撰
唐
書
紀
十
巻
、
志
五
十
巻
、
表
十
五
巻
。
又
自
撰
五
代
史
七
十
四
巻
。
…
…
…
嘗
著
易
童
子
問
三
巻
、
詩
本
義
十
四

巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
帰
栄
集
一
巻
、
外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
跋
尾
十
巻
、

雑
著
述
十
九
巻
。
諸
子
集
以
為
家
書
総
目
八
巻
。
其
遺
逸
不
録
者
、
尚
数
百
篇
、
別
為
編
集
而
未
及
成
。 

（
以
前
、
詔
に
よ
っ
て
唐
書
紀
十
巻
、
志
五
十
巻
、
表
十
五
巻
を
撰
し
た
。
更
に
自
か
ら
五
代
史
七
十
四
巻
を
撰
し
た
。
…
…
…
こ
れ
ま
で
に
易

童
子
問
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
帰
栄
集
一
巻
、
外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
跋

尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
を
著
し
た
。
諸
子
は
集
め
て
家
書
総
目
八
巻
を
作
っ
た
。
洩
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
、
尚
ほ
数
百
篇
あ
り
、

別
に
編
集
し
て
い
る
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
） 

 

こ
こ
で
は
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
と
い
う
記
載
は
な
い
。
更
に
、
こ
の
「
行
状
」
か
ら
三
十
三
年
後
の
崇
寧
五
年
（
一
一
〇
六
）

に
作

成
さ
れ
た
蘇
轍
「
欧
陽
文
忠
公
神
道
碑
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。 

凡
為
易
童
子
問
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
唐
本
紀
表
志
七
十
五
巻
、
五
代
史
七
十
四
巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
外
集
若
干
巻
、
帰

栄
集
一
巻
、
外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
跋
尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
。 

（
す
べ
て
で
易
童
子
問
三
巻
、
詩
本
義
十
四
巻
、
唐
本
紀
表
志
七
十
五
巻
、
五
代
史
七
十
四
巻
、
居
士
集
五
十
巻
、
外
集
若
干
巻
、
帰
栄
集
一
巻
、

外
制
集
三
巻
、
内
制
集
八
巻
、
奏
議
集
十
八
巻
、
四
六
集
七
巻
、
集
古
録
跋
尾
十
巻
、
雑
著
述
十
九
巻
で
あ
る
。
） 
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

 

呉
充
の
「
行
状
」
の
作
成
か
ら
三
十
数
年
間
に
、
欧
陽
脩
の
作
品
集
と
し
て
新
た
に
『
外
集
』
若
干
巻
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
、
や
は
り
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
名
前
は
見
え
な
い
。
し
か
も
、
宋
代
の
書
籍
目
録
で
あ
る
『
郡
斎
読
書
志
』
、

『
直
斎
書
録
解
題
』
に
も
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
宋
代
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
『
酔

翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
時
期
は
些
か
不
明
で
あ
る
。 

 

『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
と
い
う
名
前
が
初
め
て
記
載
さ
れ
る
の
は
、
次
に
挙
げ
る
元
・
呉
師
道
（
至
治
元
年
（
一
三
二
一
）
の
進
士
）
『
呉

礼
部
詞
話
』
で
あ
る
。 

近
有
酔
翁
琴
趣
外
篇
凡
六
巻
二
百
余
首
、
所
謂
鄙
褻
之
語
、
往
往
而
是
不
止
一
二
也
。 

（
近
ご
ろ
酔
翁
琴
趣
外
篇
全
六
巻
二
百
余
首
が
あ
り
、
（
そ
の
中
に
は
）
所
謂
鄙
褻
の
語
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
て
一
二
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
） 

 

呉
師
道
は
「
鄙
褻
之
語
」
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
名
前
を
挙
げ
て
お
り
、
従
っ
て
こ

の
当
時
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
存
在
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

で
は
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
い
つ
頃
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
考
察
す
る
よ
う
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
既
に

南
宋
時
代
に
存
在
し
て
お
り
、
民
国
呉
昌
綬
編
纂
『
宋
金
元
明
本
詞
四
十
種
』
（
一
九
一
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
今
日
容
易
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
呉
昌
綬
本
を
台
湾
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
南
宋
本
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
（
残
存
巻

四
、
五
、
六
）
と
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
体
例
、
形
式
が
全
く
同
一
で
あ
り
、
呉
昌
綬
本
は
南
宋
本
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
前
述
し
た
宋
代
の
目
録
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
『
郡
斎
読
書
志
』
、

『
直
斎
書
録
解
題
』
等
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
後
の
南
宋
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

四
、
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
の
存
在 
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さ
て
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
把
握
す
る
と
い
う
視
点
を
提
出
し
た
い
。
『
○
○
琴
趣
（
外
篇
）
』
と
い
う
名
前
を
も
つ
書
籍
を
『
四
庫
全
書
総
目
』
や
そ
の
他

の
目
録
等
か
ら
抜
き
出
す
と
以
下
の
九
種
類
に
な
る
。 

○
今
日
に
そ
の
本
を
伝
え
る
も
の 

・
欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
六
巻 

・
晁
補
之
『
晁
氏
琴
趣
外
篇
』
六
巻 

・
晁
端
礼
（
元
礼
）
『
閑
斎
琴
趣
外
篇
』
六
巻 

・
黄
庭
堅
『
山
谷
琴
趣
外
篇
』
三
巻 

・
趙
彦
端
『
介
庵
琴
趣
外
篇
』
六
巻 

○
名
前
の
み
を
伝
え
る
も
の 

・
葉
夢
得
『
琴
趣
外
篇
』 

・
秦
観
『
淮
海
琴
趣
』 

・
真
徳
秀
『
真
西
山
琴
趣
』 

・
晏
幾
道
『
小
山
琴
趣
外
篇
』 

 

琴
趣
外
篇
に
つ
い
て
は
、
倉
石
武
四
郎
氏
が
「
琴
趣
外
篇
に
就
て
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る⑤

。 

従
て
こ
れ
ら
の
所
謂
琴
趣
外
篇
は
、
そ
の
編
刊
の
是
非
は
と
ま
れ
か
く
ま
れ
、
す
べ
て
あ
る
一
地
方
に
於
て
又
あ
る
箇
人
の
手

に
於
て
統
一
的
に
企
て
ら
れ
た
も
の
で
、
即
ち
琴
趣
外
篇
と
は
さ
う
い
ふ
彙
刻
詞
の
通
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
谷
琴
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

趣
の
実
物
を
見
た
朱
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
南
宋
の
閩
刻
本
だ
さ
う
で
あ
る
。
而
か
も
前
述
の
理
由
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

鑑
定
は
全
部
の
琴
趣
に
推
衍
す
る
こ
と
も
、
強
ち
不
当
で
は
な
い
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
…
（
中
略
）
…
即
ち
酔
翁
・
淮
海
・
山
谷
の

如
き
十
目
の
指
ざ
す
大
家
は
と
も
か
く
と
し
て
、
趙
介
庵
が
歯
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
先
づ
注
意
を
惹
く
。
即
ち
彼
は
少
く
と
も

現
存
の
七
種⑥

に
於
け
る
唯
一
の
南
宋
人
で
あ
っ
て
、
而
か
も
前
述
の
如
く
福
建
の
建
寧
府
に
知
た
り
し
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

か
の
南
宋
閩
刻
本
と
い
ふ
説
と
、
果
し
て
何
等
の
因
果
関
係
な
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。 

 

こ
こ
で
、
琴
趣
外
篇
は
福
建
地
方
で
編
纂
さ
れ
た
「
彙
刻
詞
の
通
名
」
で
、
所
謂
南
宋
閩
刻
本
だ
と
倉
石
氏
が
記
述
す
る
の
は
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
琴
趣
外
篇
は
、
琴
趣
外
篇
と
い
う
名
前
で
統
一
的
に
企
画
さ
れ
た
詞
集
で
あ
り
、
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ

と
で
も
言
う
べ
き
刊
行
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
書
籍
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

一
方
、
徐
培
均
氏
は
「
淮
海
詞
版
本
考
」⑦

の
中
で
、
秦
観
の
『
淮
海
琴
趣
』
が
真
徳
秀
の
『
真
西
山
琴
趣
』
と
合
刻
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
、
真
徳
秀
が
南
宋
の
理
宗
端
平
二
年
（
一
二
三
五
）
に
卒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
『
淮
海
琴
趣
』
は
理
宗
年
間

に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
琴
趣
外
篇
が
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
も
『
淮
海
琴
趣
』

と
同
様
に
理
宗
朝
（
一
二
二
四
～
一
二
六
四
）
に
完
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
今
少
し
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
刊
行

時
期
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
は
、
上
述
し
た
九
種
類
の
琴
趣
外
篇
の
う
ち
、
唯
一
、
葉
夢
得

『
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
、
「
注
琴
趣
外
篇
三
巻 

江
陰
曹
鴻
注
葉
石
林
詞
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
は
っ

き
り
し
た
完
成
年
は
些
か
不
明
で
あ
る
が
、
南
宋
の
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）

以
降
に
完
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る⑧

。
と
す
れ
ば
、

『
直
斎
書
録
解
題
』
作
成
の
頃
は
、
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
曹
鴻
の
注
が
附
さ
れ
た
葉
夢
得
の
『
琴
趣
外
篇
』
は
既
に
出
版

さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
欧
陽
脩
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
は
、
淳
祐
一
〇
年
以
降
の
理
宗
朝
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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徐
培
均
氏
は
、
「
淮
海
詞
版
本
考
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る⑨

。 

当
時
閩
刻
以
建
陽
所
属
麻
沙
、
崇
化
両
鎮
為
最
、
凡
書
之
為
読
者
所
需
而
有
利
可
図
者
、
坊
賈
輙
広
為
捜
訪
雕
印
。 

（
当
時
、
閩
刻
は
建
陽
に
属
す
る
麻
沙
、
崇
化
の
両
鎮
が
最
た
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
読
者
の
受
容
が
あ
り
、
利
益
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
書
籍

は
、
商
人
が
そ
の
た
び
ご
と
に
広
く
探
し
求
め
て
刊
行
し
た
。
） 

 

琴
趣
外
篇
の
刊
行
さ
れ
た
理
由
が
、
当
時
の
読
者
の
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
指
摘
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
出
版
は
南
宋

中
葉
頃
に
は
既
に
営
利
事
業
と
な
っ
て
い
た
。
読
者
の
需
要
が
あ
り
、
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
琴
趣
外
篇
が
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
謝
桃
坊
氏
は
「
欧
陽
修
詞
集
考
」
の
中
で
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
編
纂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る⑩

。 

這
様
的
推
断
雖
近
情
理
、
但
是
宋
人
王
灼
《
碧
鶏
漫
志
》
巻
二
却
有
一
則
有
関
的
重
要
記
載
： 

欧
陽
永
叔
所
集
歌
詞
、
自
作
者
三
之
一
耳
。
其
間
他
人
数
章
、
群
小
因
指
為
永
叔
、
起
曖
昧
之
謗
。 

可
見
欧
陽
脩
除
了
曽
手
輯
《
平
山
集
》
和
《
六
一
詞
》
而
外
、
還
編
輯
過
一
種
歌
詞
集
。
据
王
灼
粗
略
估
計
、
其
中
欧
公
自
作

之
詞
占
三
分
之
一
…
…
王
灼
為
北
宋
末
人
、
去
欧
公
時
代
不
遠
、
他
説
欧
公
所
輯
歌
詞
集
的
性
質
及
其
中
数
章
誣
謗
欧
公
的
艶

詞
等
情
況
、
完
全
《
酔
翁
琴
趣
外
篇
》
冥
若
合
符
。
《
外
篇
》
中
欧
公
自
作
約
占
半
数
、
同
時
収
他
人
之
作
、
数
章
艶
詞
也
在

其
内
。
可
肯
定
《
外
篇
》
確
為
欧
公
所
編
集
者
。 

（
こ
の
よ
う
な
推
断
は
道
理
に
近
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
宋
人
王
灼
《
碧
鶏
漫
志
》
巻
二
に
は
逆
に
次
の
よ
う
な
関
連
す
る
重
要
な
記
載
が
あ
る
。 

欧
陽
永
叔
の
集
め
た
歌
詞
の
う
ち
、
自
作
は
三
分
の
一
だ
け
だ
。
そ
の
他
の
他
人
の
数
多
の
作
は
、
と
る
に
足
ら
ぬ
者
た
ち
が
、
欧
陽
永
叔

が
作
っ
た
と
指
摘
し
、
男
女
の
関
係
が
怪
し
い
と
し
て
譏
っ
た
。 

と
す
る
と
、
欧
陽
脩
は
か
つ
て
《
平
山
集
》
と
《
六
一
詞
》
を
自
ら
編
纂
し
た
以
外
に
、
更
に
歌
詞
集
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
王
灼
の
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

だ
い
た
い
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
に
欧
陽
公
の
自
作
の
詞
は
三
分
の
一
を
占
め
る
と
。
…
…
王
灼
は
北
宋
末
の
人
で
、
欧
陽
公
の
在
世
時
代

に
近
く
、
彼
は
欧
陽
公
の
輯
め
た
歌
詞
集
の
性
質
、
及
び
そ
の
中
の
数
作
の
欧
陽
公
を
誹
謗
す
る
艶
詞
等
の
情
況
を
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
完
全

に
《
酔
翁
琴
趣
外
篇
》
に
符
合
し
て
い
る
よ
う
だ
。
《
外
篇
》
中
、
欧
陽
公
の
自
作
は
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
同
時
に
他
人
の
作
も
収
録
し
、
数
章

の
艶
詞
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
《
外
篇
》
は
確
実
に
欧
陽
公
が
編
纂
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
） 

 

謝
桃
坊
氏
は
王
灼
『
碧
鶏
漫
志
』
の
「
自
作
者
三
之
一
耳
」
と
い
う
記
述
を
根
拠
に
、
欧
陽
脩
自
身
が
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
編

輯
し
、
自
作
以
外
に
艶
約
な
内
容
を
持
つ
他
人
の
作
を
収
録
し
た
と
し
、
更
に
同
論
文
中
で
、
「
既
然
《
琴
趣
外
篇
》
系
欧
公
輯
己

作
与
流
行
歌
曲
之
集
、
其
中
一
百
二
十
五
首
見
于
《
近
体
楽
府
》
者
多
数
固
為
欧
公
之
作
、
則
其
余
的
七
十
八
首
艶
詞
便
与
欧
公
無

渉
了
」
と
記
述
し
、
『
近
体
楽
府
』
に
は
見
え
ず
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
の
み
収
録
さ
れ
る
七
八
首
（
実
際
は
七
九
首
）
は
、
欧
陽
脩

と
は
全
く
関
係
の
な
い
他
人
の
作
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
し
か
し
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
と
い
う
作
品
名

の
記
載
は
、
欧
陽
脩
家
側
の
資
料
に
は
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
欧
陽
脩
自
身
が
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
欧
陽
脩
家
側
の

資
料
に
何
ら
か
の
記
述
が
残
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
編
纂
は
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
観
点
か
ら

捉
え
る
べ
き
で
、
そ
う
す
れ
ば
他
の
琴
趣
外
篇
と
同
じ
く
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
南
宋
理
宗
朝
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
北
宋

の
欧
陽
脩
が
編
纂
に
関
与
し
た
と
い
う
説
は
全
く
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

 

ま
た
、
李
栖
氏
は
「
酔
翁
琴
趣
外
篇
真
偽
考
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
述
す
る⑪

。 

沈
曽
植
説
、
「
羅
泌
跋
云
、
云
云
。
有
平
山
集
盛
行
於
世
。
曽
慥
雅
詞
不
尽
収
也
。
按
今
之
六
巻
琴
趣
外
篇
、
疑
即
平
山
集
之

類
。
欧
集
校
語
於
平
山
琴
趣
略
無
微
引
、
不
知
何
故
」
…
…
但
他
又
奇
怪
羅
泌
的
校
語
為
什
麼
又
完
全
不
徴
引
酔
翁
琴
趣
。
其

実
這
一
点
是
可
以
解
釈
的
、
因
為
羅
泌
早
説
了
「
其
甚
浅
近
者
…
…
劉
煇
偽
作
。
」
他
已
認
定
琴
趣
是
偽
作
、
当
然
没
有
徴
引

的
必
要
了
。 
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（
沈
曽
植
は
言
う
、
「
羅
泌
の
跋
に
云
う
。
云
云
、
平
山
集
は
世
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
曽
慥
の
雅
詞
に
は
悉
く
は
収
録
し
て
い
な
い
。
考
え

る
に
、
今
の
六
巻
の
琴
趣
外
篇
は
、
お
そ
ら
く
平
山
集
の
類
で
あ
ろ
う
。
欧
陽
文
忠
公
集
の
校
語
で
、
平
山
、
琴
趣
は
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
」
…
…
し
か
し
、
彼
は
更
に
羅
泌
の
校
語
で
は
ど
う
し
て
全
く
酔
翁
琴
趣
を
引
い
て
実
証
し
て
い
な
い
の
か

と
不
思
議
が
っ
て
い
る
。
そ
の
実
、
こ
の
点
は
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
羅
泌
は
早
く
か
ら
「
甚
だ
し
く
浅
近
な
内
容
は
…
…
劉
煇
の
偽

作
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
す
で
に
琴
趣
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
で
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
を
引
用
し
て
論
証
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
） 

 

羅
泌
が
『
近
体
楽
府
』
を
校
訂
し
た
際
に
、
な
ぜ
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
な
い
の
か
と
い
う
、
清
・
沈
曽
植

の
疑
問
に
対
し
て
、
李
栖
氏
は
羅
泌
が
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
偽
作
と
認
め
て
い
た
の
で
、
使
用
し
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
し

か
し
、
本
章
の
考
察
か
ら
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
南
宋
の
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
以
降
に
完
成
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
羅
泌
が
『
近
体
楽
府
』
を
完
成
さ
せ
た
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）

よ
り
も
、
少
な
く
と
も
五
〇
年
以
上
後
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
近
体
楽
府
』
と
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
年
代
を
確
認
す
れ
ば
、
清
・
沈
曽
植
の
疑
問
が
一
気
に

解
決
す
る
。
す
な
わ
ち
羅
泌
の
『
近
体
楽
府
』
校
訂
時
に
は
ま
だ
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
編
纂
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
当
然
な

が
ら
羅
泌
は
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
沈
曽
植
の
疑
問
に
対
す
る
李
栖
氏
の

解
釈
（
羅
泌
は
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
偽
作
と
見
な
し
て
い
た
の
で
用
い
な
か
っ
た
）
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

  

五
、
閩
本
と
し
て
の
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』 

  

『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
先
行
の
『
近
体
楽
府
』
に
見
ら
れ
な
い
七
九
首
も
の
欧
陽
脩
詞
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
前
述
し
た
よ
う
に
『
近
体
楽
府
』
は
、
周
必
大
ら
の
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
一
五
三
巻
の
編
纂
過
程
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
完
成
し
て
い
た
。
し
か
も
、
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
一
五
三
巻
の
各
巻
末
の
記
載
か
ら
校
勘
に
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
諸
本
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
「
石
本
、
夷
陵
石
本
、
綿
州
重
刻
大
杭
本
、
大
杭
本
、
綿
本
、
綿
州
本
、
眉
本
、
眉

州
本
、
衢
本
、
浙
江
本
、
建
本
、
閩
本
、
承
平
時
閩
本
、
承
平
時
印
本
、
吉
本
、
吉
州
本
、
吉
州
羅
寺
丞
家
京
師
旧
本
、
京
師
旧
本
、

羅
氏
本
、
羅
本
、
恕
本
」
で
あ
り
、
周
必
大
ら
は
こ
れ
ら
先
行
の
二
〇
数
種
の
諸
本
を
校
勘
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
、

先
行
の
欧
陽
脩
全
集
の
諸
本
以
外
に
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
編
纂
に
当
た
り
使
用
し
て
い
た
主
な
資
料
を
校
勘
か
ら
抜
き
出
し
て
み
る

と
、
「
仁
宗
実
録
、
両
朝
国
史
、
李
燾
長
編
、
文
纂
、
慶
暦
文
粋
、
熙
寧
時
文
、
文
海
、
京
本
英
辞
類
藁
、
鍼
啓
新
範
、
仕
途
必
用
」

等
で
あ
り
、
周
必
大
ら
の
編
纂
は
、
先
行
す
る
資
料
を
可
能
な
限
り
網
羅
す
る
大
規
模
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
全

集
編
纂
の
一
環
と
し
て
『
近
体
楽
府
』
は
作
成
さ
れ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
羅
泌
も
校
勘
に
当
た
っ
て
数
多
く
の
資
料
を
渉
猟
し
検
討

し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
、
羅
泌
の
校
勘
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
は
看
過
で
き
な
い
。 

其
甚
浅
近
者
、
前
輩
多
謂
劉
煇
偽
作
、
故
削
之
。 

（
甚
だ
し
く
浅
近
な
内
容
の
作
は
、
先
輩
は
多
く
劉
煇
の
偽
作
で
あ
る
と
言
う
の
で
、
こ
れ
を
削
除
し
た
。
） 

 

つ
ま
り
、
多
く
の
資
料
を
渉
猟
し
た
羅
泌
で
は
あ
る
が
、
欧
陽
脩
詞
の
採
録
に
あ
た
っ
て
、
内
容
が
「
甚
浅
近
」
で
あ
る
場
合
、

劉
煇
の
偽
作
だ
と
判
断
し
『
近
体
楽
府
』
に
収
録
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
欧
陽
脩
詞
か
ど
う
か
を
そ
の
内

容
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
『
近
体
楽
府
』
は
成
立
過
程
が
明
確
で
多
く
の
資
料
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
信
頼
性
が
高
く
、
一
方
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
成
立
過
程
が
些
か
不
明
で
、
し
か
も
俗
艶
な
内
容
の
詞
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
、
信
頼
す
る
に
足
り
な
い
資
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
近
体
楽
府
』
の
採
録
に
あ
た
っ
て
、
羅
泌
が
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詞
の
内
容
を
取
捨
選
択
の
判
断
材
料
と
し
て
い
る
の
で
、
『
近
体
楽
府
』
を
全
て
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。
羅
泌
の

方
針
に
基
づ
け
ば
、
『
近
体
楽
府
』
作
成
時
に
そ
の
内
容
を
根
拠
に
し
て
採
録
し
な
か
っ
た
欧
陽
脩
詞
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

後
に
編
纂
さ
れ
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
そ
れ
ら
採
録
洩
れ
の
詞
も
収
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
の
編
纂
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
七
九
首
全
て
が
『
近
体
楽
府
』
か
ら
採
録
漏
れ
し
た
詞
で
あ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
の

も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
南
宋
の
理
宗
朝
、
福
建
地
方
で
編
纂
さ
れ
た
閩
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

視
点
を
置
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

当
時
の
閩
本
に
つ
い
て
、
清
水
茂
氏
は
『
中
国
目
録
学
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る⑫

。 

 

蜀
は
北
宋
の
早
い
時
期
に
栄
え
、
テ
キ
ス
ト
は
す
ぐ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
閩
は
南
宋
に
な
っ
て
か
ら
特
に
盛
ん
で
、
営
利

出
版
の
態
度
が
あ
ら
わ
に
見
え
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
お
と
る
。
福
建
の
中
で
も
、
出
版
業
の
中
心
は
、
建
寧
府
建
安
県
麻
沙

鎮
で
あ
っ
て
、
麻
沙
本
の
名
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
わ
る
い
本
の
代
表
と
さ
れ
た
。 

 

閩
本
の
売
ら
ん
か
な
の
精
神
の
露
骨
に
見
え
て
い
る
例
を
ひ
と
つ
あ
げ
よ
う
。
わ
が
内
閣
文
庫
に
蔵
す
る
、
蘇
轍
の
詩
文
集

『
類
編
増
広
頴
浜
先
生
大
全
文
集
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
「
増
広
」
と
か
「
大
全
文
集
」
と
い
う
題
名
そ
の
も
の
が
、

す
で
に
宣
伝
の
用
を
持
ち
、
い
か
に
も
読
者
に
多
量
に
し
て
完
全
な
と
い
う
感
じ
を
考
え
て
、
購
買
欲
を
そ
そ
ろ
う
と
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
大
全
文
集
」
は
、
末
尾
に
、
第
百
三
十
七
巻
と
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
大
量
に
見
え
る

が
、
実
は
、
途
中
、
第
十
一
巻
か
ら
第
二
十
巻
ま
で
、
第
二
十
六
巻
か
ら
第
三
十
五
巻
ま
で
、
第
四
十
六
巻
か
ら
第
四
十
九
巻

ま
で
、
第
六
十
七
巻
か
ら
第
七
十
九
巻
ま
で
、
あ
わ
せ
て
三
十
七
巻
は
、
は
じ
め
か
ら
存
在
し
な
い
の
で
、
実
は
一
百
巻
に
し

か
な
ら
な
い
。
も
と
の
量
の
三
分
の
一
以
上
に
あ
た
る
三
十
七
巻
も
、
巻
数
の
水
増
し
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
が
よ
い
よ
う
に
見
せ
る
た
め
、
監
本
と
銘
う
っ
て
、
あ
た
か
も
国
子
監
の
官
刻
本
の
よ
う
に
よ
そ
お
う
も
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

の
、
あ
る
い
は
、
京
本
と
称
し
て
、
首
都
で
出
版
し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
も
の
、
み
な
売
り
込
み
の
手
段
で
あ
っ
て
、

信
頼
で
き
な
い
。 

 

閩
本
は
、
資
料
と
し
て
の
正
し
さ
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
何
と
か
し
て
売
り
込
も
う
と
い
う
本
屋
の
精
神
が
露
骨
に
あ
ら
わ

れ
た
書
籍
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
元
・
呉
師
道
の
『
呉
礼
部
詞
話
』
で
は
、
彼
が
見
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

前
題
東
坡
居
士
序
、
近
八
九
語
、
所
云
散
落
尊
酒
間
、
盛
為
人
所
愛
尚
、
猶
小
技
、
其
上
有
取
焉
者
。
詞
気
卑
陋
、
不
類
坡
作
。 

（
前
に
東
坡
居
士
序
と
題
す
る
も
の
、
ほ
ぼ
八
、
九
語
が
あ
る
。
云
っ
て
い
る
こ
と
は
、
（
詞
は
）
尊
酒
の
間
に
散
落
し
、
盛
ん
に
人
に
愛
好
さ

れ
る
。
ま
る
で
小
技
の
よ
う
だ
が
、
巧
み
な
作
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
者
が
い
る
の
だ
と
。
言
葉
の
勢
い
は
卑
陋
で
、
蘇
東
坡
の
作
に
は
似
て
い

な
い
。
） 

 

呉
師
道
が
見
た
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
、
蘇
軾
の
ニ
セ
の
序
（
こ
の
序
は
今
日
の
『
宋
金
元
明
本
詞
四
十
種
』
所
収
本
に
は
な
い
）

が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
全
く
蘇
軾
の
趣
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
一
目
見
て
ニ
セ
モ
ノ
と
わ
か
る
も
の
で
、
書
肆
が
利
益
目
当

て
に
勝
手
に
作
成
し
た
文
章
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
書
肆
の
い
い
加
減
さ
は
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
に
共
通
し
て
い
た
よ
う

で
、
た
と
え
ば
晁
補
之
『
晁
氏
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
、
明
・
毛
晋
は
そ
の
跋
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

昔
年
見
呉
門
抄
本
混
入
趙
文
宝
諸
詞
、
亦
名
琴
趣
外
篇
、
蓋
書
賈
射
利
、
眩
人
耳
目
、
最
為
可
恨
、
余
既
釐
正
、
介
庵
詞
弁
之

詳
矣
。 

（
昔
、
呉
門
抄
本
を
見
て
み
る
と
趙
文
宝
の
諸
詞
が
混
入
し
て
お
り
、
亦
た
琴
趣
外
篇
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
書
肆
が
利
益
の
た

め
に
、
人
の
耳
目
を
眩
ま
し
て
お
り
、
最
も
恨
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
す
で
に
こ
れ
を
正
し
て
お
り
、
介
庵
詞
の
な
か
で
こ
の
こ
と
を
詳
し

く
解
き
明
か
し
た
。
） 



－48－ 

 

晁
補
之
の
『
晁
氏
琴
趣
外
篇
』
に
は
、
趙
文
宝
の
詞
が
混
入
し
て
お
り
、
毛
晋
は
こ
う
し
た
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
の
杜
撰

さ
を
嘆
き
、
そ
れ
は
書
肆
が
利
益
目
当
て
で
行
っ
た
と
し
、
そ
れ
を
正
し
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
、
『
山
谷
琴
趣
外
篇
』
に
つ
い
て
、

饒
宗
頤
『
詞
籍
考
』
の
中
で
以
下
の
通
り
記
載
す
る⑬

。 

至
南
宋
閩
刻
山
谷
琴
趣
外
篇
三
巻
、
詞
数
僅
得
一
巻
之
半
、
譌
文
奪
字
、
芟
節
題
序
、
祝
穆
譏
為
俗
本
者
也
。 

（
南
宋
の
閩
刻
で
あ
る
山
谷
琴
趣
外
篇
三
巻
は
、
詞
数
が
僅
に
一
巻
の
半
分
だ
け
で
、
譌
っ
た
文
字
や
脱
字
が
あ
り
、
題
序
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、

祝
穆
は
俗
本
で
あ
る
と
譏
っ
た
。
） 

 

黄
庭
堅
『
山
谷
琴
趣
外
篇
』
に
お
い
て
も
、
文
字
の
誤
り
や
脱
落
、
題
序
の
削
除
等
、
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
は
、
編
纂
に
お
け
る
杜
撰
さ
が
殊
の
外
目
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
傾
向
か
ら
考
え
て
、
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
に
お
い
て
も
、
お
そ
ら
く
書
肆
が
杜
撰
な
編
纂
を
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
当
時
欧
陽
脩
詞
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
作
品
を

本
物
か
ど
う
か
検
討
せ
ず
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
収
録
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
酔
翁
琴
趣

外
篇
』
に
欧
陽
脩
詞
で
は
な
い
作
品
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

 

更
に
、
詞
の
流
伝
過
程
に
見
ら
れ
る
混
同
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。 

 

詞
の
流
伝
に
お
い
て
、
妓
女
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
武
丹
『
中
国
妓
女
生

活
史
』⑭

で
は
、
「
由
此
可
見
、
妓
女
対
于
文
学
的
発
展
也
做
出
了
一
定
的
貢
献
、
至
少
可
以
説
、
她
們
対
于
唐
詩
、
宋
詞
和
元
曲
的

広
泛
伝
播
都
曽
起
過
重
要
作
用
」
と
指
摘
し
、
妓
女
の
影
響
を
重
視
す
る
。
北
宋
、
趙
令
畤
『
侯
鯖
録
』
巻
一
で
は
「
欧
公
間
居
汝

陰
時
、
一
妓
甚
韻
。
文
公
歌
詞
尽
記
之
」
と
あ
り
、
欧
陽
脩
詞
を
こ
と
ご
と
く
暗
誦
す
る
妓
女
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

『
青
泥
蓮
花
記
』
巻
十
二
で
は
、
妓
女
が
宰
相
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
欧
陽
脩
の
「
朝
中
措
」
の
幾
つ
か
の
文
字
を
改
変
し
て
替

え
歌
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
宰
相
が
大
い
に
喜
ん
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る⑮

。
替
え
歌
で
あ
っ
た
が
、
元
が
欧
陽
脩
詞
な
の
で
、
こ
の
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

よ
う
な
替
え
歌
自
体
も
欧
陽
脩
詞
と
し
て
流
伝
し
て
い
っ
た
可
能
性
は
高
い
。 

 
か
く
の
如
く
詞
の
流
伝
過
程
に
お
い
て
は
、
伝
承
上
の
誤
り
や
意
図
的
な
改
変
等
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
に
は
当
時
福
建
地
方
で
、
そ
れ
ら
欧
陽
脩
詞
と
考
え
ら
れ
流
伝
し
て
い
た
も
の
（
本
物
か
ど
う
か
は
別
）
が
収
録
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、
欧
陽
脩
に
は
特
に
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。
彼
の
息
子
欧
陽
発
の
「
事
迹
」
に
は
、 

先
公
筆
札
、
精
勁
雄
偉
、
自
為
一
家
、
当
世
士
大
夫
有
数
十
字
、
皆
蔵
以
為
宝
。 

（
先
公
の
筆
蹟
は
、
す
ぐ
れ
て
強
く
雄
大
で
、
自
か
ら
一
家
を
な
し
て
お
り
、
当
代
の
士
大
夫
は
数
十
字
有
れ
ば
、
皆
所
蔵
し
て
宝
と
し
た
。
） 

と
記
述
し
、
欧
陽
脩
の
自
筆
の
作
は
有
名
で
、
そ
の
た
め
士
大
夫
達
が
競
っ
て
収
蔵
す
る
と
い
う
当
時
の
風
潮
が
見
て
取
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
記
述
は
、
北
宋
時
代
の
情
況
で
あ
り
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
頃
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
資
料
的
正
し
さ
は
求
め
ず
、
売
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
南
宋
中
葉
頃
に
お
け
る
閩
地
方
の
書
肆
の
出
版
態
度
に
基
づ
け
ば
、

欧
陽
脩
作
成
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
作
品
で
も
、
彼
が
有
名
人
で
あ
る
が
故
に
所
謂
売
れ
筋
の
作
品
と
し
て
考
え
、
詳
し
い
考
証
も
せ

ず
に
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
欧
陽
脩
詞
と
し
て
収
録
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
、

欧
陽
脩
の
詞
集
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
本
物
の
欧
陽
脩
詞
以
外
に
、
伝
承
過
程
で
の
誤
り
や
改
変
さ
れ
た
作
も
混
入
し
て

編
纂
さ
れ
た
書
物
だ
と
言
え
よ
う
。 

  

六
、
お
わ
り
に 

  

最
後
に
『
近
体
楽
府
』
に
は
収
録
さ
れ
ず
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
七
九
首
の
欧
陽
脩
詞
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 
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こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
の
書
肆
の
編
纂
態
度
や
琴
趣
外
篇
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
の
杜
撰
さ
か
ら
考
え
て
『
酔
翁
琴

趣
外
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
の
中
で
、
他
の
詞
人
の
詞
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
、
所
謂
互
見
の
作
の
場
合
、
そ
れ
は
欧
陽
脩

詞
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
以
下
の
一
〇
首
で
あ
る⑯

。 

于
飛
楽
（
巻
一
）
→
張
先 

賀
明
朝
（
巻
二
）
→
欧
陽
炯 

一
斛
珠 

其
一
（
巻
二
）
→
李
煜 

燕
帰
梁 

其
一
（
巻
三
）
→
杜
安
世 

恨
春
遅
（
巻
四
）
→
張
先 

南
郷
子 

其
三
（
巻
五
）
→
馮
延
巳 

浣
渓
沙 

其
二
（
巻
六
）
→
張
先 

浣
渓
沙 

其
七
（
巻
六
）
→
欧
陽
炯 

江
神
子
（
巻
六
）
→
張
泌 

夜
行
船
（
巻
六
）
→
謝
絳 

 

一
方
、
他
の
詞
人
の
詞
集
に
は
な
く
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
様
々
な
要
素
を
勘
案
し
て
判
断
す

る
し
か
な
い
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
使
用
さ
れ
た
詞
牌
に
着
目
す
る
と
い
う
観
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
村
上
哲
見
氏
は
、
欧
陽

脩
が
用
い
た
曲
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る⑰

。 

つ
ま
り
晏
殊
と
欧
陽
修
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
の
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
唐
五
代
以
来
の
伝
統
的
な
曲
に
し
か
作
詞
し
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
詞
は
古
近
体
の
詩
と
は
違
っ
て
歌
辞
な
の
で
あ
る
か
ら
、
曲
調
に
応
じ
て
作
ら
れ
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
に
は
音
楽
の
素
養
と
か
ら
み
あ
っ
た
特
殊
な
技
術
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
右
に

挙
げ
た
よ
う
な
事
実
は
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
技
術
の
面
で
は
、
晏
殊
と
欧
陽
修
は
張
先
・
柳
永
に
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
ア
マ
チ
ュ
ア
と
専
門
家
の
よ
う
な
違
い
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

欧
陽
脩
は
曲
に
対
す
る
知
識
が
乏
し
か
っ
た
と
い
う
指
摘
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
『
近
体
楽
府
』
に
は
な
く
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』

の
み
に
あ
る
欧
陽
脩
詞
七
九
首
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
詞
牌
は
四
七
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
七
種
類
の
詞
牌
の
う
ち
、

『
欽
定
詞
譜
』
等
に
も
採
録
さ
れ
ず
、
歴
来
の
数
多
く
の
詞
人
に
も
全
く
使
用
さ
れ
ず
、
唯
一
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
み
に
収
録
さ

れ
た
も
の
―
錦
香
嚢
（
巻
三
）

、
踏
莎
行
慢
（
巻
五
）

、
解
仙
佩
（
巻
六
）
―
は
、
特
殊
な
詞
牌
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
曲
に
詳
し

く
な
い
欧
陽
脩
が
こ
れ
ら
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か
否
か
。
こ
の
三
首
は
欧
陽
脩
の
作
で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、

欧
陽
脩
在
世
当
時
存
在
し
て
い
な
い
か
、
全
く
流
行
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
詞
牌
─
品
令
（
巻
三
）
、
怨
春
郎
（
巻
三
）

、

塩
角
児
其
一
、
其
二
（
巻
四
）
─
こ
れ
ら
も
欧
陽
脩
詞
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
、
彼
が
在
世
時
に
作
ら
れ
た
曲
、
た
と
え
ば

色
街
に
出
入
り
し
て
い
た
柳
永
が
作
成
し
た
詞
牌
等
、
所
謂
同
時
代
の
流
行
曲
─
酔
蓬
莱
（
巻
一
）
、
看
花
回
（
巻
一
）
、
満
路
花
（
巻

四
）

─
に
つ
い
て
、
欧
陽
脩
が
唐
五
代
以
来
の
伝
統
的
な
曲
に
し
か
作
詞
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
詞
牌
を
使
用
し

て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
欧
陽
脩
の
頃
に
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
詞
牌
名
が
変
わ
り
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
は
変
更
さ

れ
た
後
の
詞
牌
名
で
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
─
惜
芳
時
（
巻
二
）
、
恵
香
嚢
（
巻
五
）
─
の
二
首
、
及
び
『
欽
定
詞
譜
』
巻
六
に
珠
簾
巻

と
し
て
収
録
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
此
調
僅
見
此
詞
。
無
他
作
可
校
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
無
憂
（
巻
六
）
、
こ
れ
ら
は
伝
承
す
る
過

程
で
何
ら
か
の
改
変
や
変
更
、
混
乱
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
か
ら
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
み
に
収
録
さ
れ
て
い
る
七
九
首
の
詞
の
う
ち
、
所
謂
互
見
の
作
一
〇
首
、
及
び
用
い
ら
れ
た

詞
牌
か
ら
疑
問
の
生
じ
た
一
三
首
の
、
合
計
二
三
首
の
詞
は
欧
陽
脩
の
作
か
否
か
、
些
か
疑
問
符
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
逆
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に
言
え
ば
、
残
り
の
五
六
首
は
欧
陽
脩
詞
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
要
素
を
勘
案
し
て
こ

の
五
六
首
を
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
『
酔
翁
琴
趣

外
篇
』
が
南
宋
当
時
閩
地
方
で
あ
く
ま
で
も
欧
陽
脩
の
詞
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
俗
艶
と
い
う

内
容
の
故
に
、
先
行
の
『
近
体
楽
府
』
か
ら
削
除
さ
れ
て
し
ま
い
今
日
に
伝
わ
る
可
能
性
の
な
か
っ
た
詞
を
含
め
て
、
当
時
欧
陽
脩

詞
と
し
て
流
伝
し
て
い
た
作
品
（
本
物
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）
を
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
広
く
収
録
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

視
点
を
換
え
れ
ば
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、
今
日
に
伝
わ
っ
た
欧
陽
脩
詞
も
数
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
言
え
ば
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
は
欧
陽
脩
詞
を
考
え
る
上
で
、
価
値
の
あ
る
詞
集
だ
と
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き

る
と
言
え
よ
う
。
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
を
欧
陽
脩
の
詞
集
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
偽
作
だ
と
み
な
す
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で

あ
る
。 

  

注 ① 

柏
寒
『
六
一
詞
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
八
頁
の
記
述
。 

② 

宋
柏
年
『
欧
陽
修
研
究
』
（
巴
蜀
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
一
四
四
頁
の
記
述
。
な
お
、
こ
の
部
分
の
該
書
の
記
述
は
、
注
①
柏
寒
『
六
一
詞
』
の

記
述
と
表
記
が
一
カ
所
相
違
す
る
（
柏
寒
で
は
「
曽
慥
説
、
当
時
小
人
或
作
艶
曲
」
で
、
宋
柏
年
で
は
「
曽
慥
説
是
、
当
時
小
人
或
作
艶
曲
」
と
「
是
」

が
加
え
ら
れ
て
い
る
）
以
外
、
全
く
同
一
で
あ
る
。 

③ 

李
栖
『
欧
陽
脩
詞
研
究
及
其
校
注
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
第
五
章
「
酔
翁
琴
趣
外
篇
真
偽
考
」
。 

④ 

田
中
謙
二
「
欧
陽
修
の
詞
に
つ
い
て
」
（
東
方
学
七
、
一
九
五
三
年
）
。 
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欧
陽
脩
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て 

⑤ 

倉
石
武
四
郎
「
琴
趣
外
篇
に
就
て
」
（
支
那
学
第
４
巻
第
１
号
、
一
九
二
六
年
）
。 

⑥ 
倉
石
氏
は
七
種
類
と
述
べ
る
が
、
既
に
見
て
き
た
と
お
り
琴
趣
（
外
篇
）
と
名
の
つ
く
も
の
は
九
種
類
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
な
お
、

長
田
夏
樹
「
晁
端
礼
と
蘇
門
と
琴
趣
外
篇
の
詞
人
達
」
（
神
戸
外
大
論
叢
第
二
一
巻
第
三
号
、
一
九
七
〇
年
）
に
お
い
て
、
「
以
上
に
よ
っ
て
「
琴
趣

外
篇
」
に
は
既
述
の
酔
翁
・
閑
斎
・
山
谷
・
淮
海
・
晁
氏
・
石
林
と
こ
の
小
山
を
合
せ
て
７
種
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
こ
の

他
に
『
彊
村
叢
書
』
中
に
張マ

マ

彦
端
（
１
１
２
１
～
１
１
７
５
）
に
『
介
庵
琴
趣
外
篇
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
性
格
が
異
な
る
の
で
除
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。 

⑦ 

徐
培
均
『
淮
海
居
士
長
短
句
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。 

⑧ 

淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
以
降
に
完
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
陳
楽
素
「
直
斎
書
録
解
題
作
者
陳
振
孫
」
（
原
載
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日

大
公
報
文
史
周
刊
、
の
ち
『
直
斎
書
録
解
題
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
附
録
二
に
収
録
）
の
考
察
に
基
づ
い
た
。 

⑨ 

注
⑦
参
照
。 

⑩ 

謝
桃
坊
「
欧
陽
修
詞
集
考
」
（
『
文
献
』
一
九
八
六
年
二
期
）
。 

⑪ 

注
③
参
照
。 

⑫ 

清
水
茂
『
中
国
目
録
学
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
年
）
四
七
～
四
八
頁
の
記
述
。 

⑬ 

饒
宗
頤
『
詞
籍
考
』
（
香
港
大
学
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
五
〇
頁
の
記
述
。 

⑭ 

武
丹
『
中
国
妓
女
生
活
史
』
（
湖
南
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
一
四
二
頁
の
記
述
。 

⑮ 

『
青
泥
蓮
花
記
』
巻
十
二
の
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

「
都
下
妓 

此
本
欧
公
送
貢
父
詞 

 

有
時
相
、
本
寒
生
、
及
登
台
位
、
嘗
以
措
大
自
負
。
生
日
、
都
下
有
一
妓
、
易
朝
中
措
数
字
為
寿
、
曰
屏
山
欄
檻
倚
晴
空
、
山
色
有
無
中
。
手
種
庭
前

桃
李
（
元
作
亭
前
楊
柳
）
、
別
来
幾
度
春
風
。
文
章
宰
相
（
元
作
太
守
）
、
揮
毫
万
字
、
一
飲
千
鐘
、
行
楽
不
須
（
元
作
直
須
）
年
少
、
目
前
看
取
仙
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翁
（
元
作
翁
）
。
時
相
憐
其
善
改
易
、
又
愛
朝
中
措
之
名
、
厚
賞
之
。
」 

⑯ 
注
③
李
栖
『
欧
陽
脩
詞
研
究
及
其
校
注
』
で
は
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
の
真
偽
を
「
下
篇
第
二
部
」
に
お
い
て
考
察
す
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
考
察
結
果
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
李
栖
氏
が
真
偽
を
考
察
す
る
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
『
酔
翁
琴
趣
外
篇
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
欧
陽
脩
詞
か
ど
う
か
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

詞
を
内
容
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
別
の
基
準
を
設
定
し

た
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
詞
牌
の
後
の
（ 

）
内
の
巻
数
は
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
『
宋
金
元
明
本
詞
四
十
種
』
に
収
録
さ
れ
る
『
酔
翁
琴
趣
外

篇
』
の
巻
数
を
示
す
。 

⑰ 

村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）
一
九
七
頁
の
記
述
。 

 

         


